
Title 〔刑法四〕刑法二一八條の「病者ヲ保護ス可キ責任アル者」にあた
る事例 (昭和三四年七月二四日最高裁第二小法廷判決 上告棄却)

Sub Title
Author 宮澤, 浩一(Miyazawa, Kōichi)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1960

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.33, No.4 (1960. 4) ,p.65- 76 

JaLC DOI
Abstract
Notes 判例研究
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19600415-0065

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


〔
刑
法
　
四
〕

刑
法
一
二
八
條
の
．
病
者
ヲ
保
護
ス
可
キ
責
任
ア
ル
者
」
に
あ
た
る
事
例

（
∞
　
㎜
∞
糠
鰭
灘
灘
擁
）

　
【
判
示
事
實
】
自
動
車
の
操
縦
中
に
過
失
に
よ
つ
て
通
行
人
に
自
動
車
を
接

鰯
さ
せ
て
路
上
に
顛
倒
さ
せ
、
そ
の
た
め
同
人
に
入
院
加
療
を
要
す
る
重
傷
を

負
わ
せ
歩
行
不
能
に
至
ら
せ
た
と
き
は
、
右
自
動
車
操
縦
者
は
法
令
に
よ
り

「
病
者
ヲ
保
護
ス
可
キ
責
任
ア
ル
者
」
に
あ
た
る
か
ら
、
刑
法
二
一
八
條
の
保

護
者
遺
棄
罪
が
成
立
す
る
。

　
【
参
照
條
文
】
荊
法
二
二
條
前
段
、
同
二
一
八
條
第
一
項
、
道
路
交
通
取

締
法
二
四
條
第
一
項
、
同
法
二
八
條
第
二
項
。

　
【
事
實
】
被
告
人
は
昭
和
三
〇
年
二
月
一
二
日
午
後
八
時
頃
大
阪
市
北
匿
曾

根
崎
上
三
丁
目
一
番
地
附
近
道
路
上
を
普
通
乗
用
自
動
車
大
三
ー
七
二
七
三
號

を
蓮
鱒
し
て
、
時
速
三
十
粁
に
て
通
構
御
堂
筋
を
北
進
中
、
當
時
右
斜
面
前
方

約
四
、
五
米
の
距
離
に
同
方
向
に
進
行
す
る
タ
ク
シ
ー
一
肇
が
あ
り
、
同
所
附

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

近
は
指
定
さ
れ
た
横
断
歩
道
で
は
な
い
が
、
車
馬
の
進
行
の
合
間
を
東
西
に
横

断
す
る
通
行
人
が
多
い
こ
と
は
李
常
同
所
を
通
行
し
て
い
る
被
告
人
と
し
て
は

よ
く
知
つ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
よ
う
な
場
合
、
先
行
車
の
動
静
に
注
意

し
、
そ
の
死
角
に
あ
た
る
範
園
の
通
行
人
の
あ
る
こ
と
を
顧
慮
し
、
何
時
で
も

事
故
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な
速
力
と
方
法
を
以
つ

て
蓮
韓
を
績
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

藁
し
て
い
た
長
女
ら
の
土
窪
物
を
買
う
べ
き
店
を
物
色
す
る
た
め
、
左
側
店
舗

の
方
向
に
氣
を
取
ら
れ
て
、
漫
然
進
行
を
績
け
た
過
失
に
よ
り
、
前
記
先
行
車

が
前
方
を
右
よ
り
左
へ
横
断
せ
ん
と
す
る
宮
本
定
二
（
営
四
十
議
）
を
護
見
し

て
減
速
し
た
こ
と
に
氣
づ
か
ず
、
同
自
動
車
が
停
車
状
態
に
な
つ
て
か
ら
も
、

こ
れ
を
客
を
拾
う
た
め
停
車
す
る
も
の
と
輕
率
に
到
断
し
て
、
な
お
も
進
行
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
九
〇
九
）



　
　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究

績
け
前
方
約
六
米
の
地
馳
に
前
記
宮
本
定
二
を
獲
見
す
る
に
至
つ
た
が
、
狼
狽

の
た
め
非
常
の
措
置
を
と
り
得
ず
、
途
に
同
人
を
バ
ン
バ
i
右
部
に
衝
突
さ
せ

て
路
上
に
顛
倒
さ
せ
、
同
人
に
封
し
、
約
三
箇
月
の
入
院
加
療
を
要
す
る
顔
面

打
撲
擦
過
傷
、
左
下
腿
開
放
性
骨
折
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
。

　
右
の
よ
う
に
交
通
事
故
に
よ
り
人
に
傷
害
を
與
え
た
場
合
に
お
い
て
は
、
蓮

鱒
手
は
道
路
交
通
取
締
法
第
二
十
四
條
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
り
、
被
害
者
の

救
護
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
に
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
を
な
さ
ず
、
同
日
午
後
八
時
三
十
分
頃
右
傷
害
に
よ
り
歩
行
不
能

と
な
つ
て
い
た
宮
本
定
二
を
自
己
の
蓮
韓
す
る
前
記
自
動
車
で
同
市
大
淀
匿
中

津
南
通
四
丁
目
三
十
九
番
地
附
近
の
降
雪
中
の
薄
暗
い
車
道
上
ま
で
蓮
び
、
同

所
に
て
同
人
に
封
し
、
馨
者
を
呼
ん
で
來
て
や
る
と
申
し
欺
い
て
放
置
し
て
立

去
り
、
以
つ
て
被
害
者
の
救
護
そ
の
他
必
要
の
措
置
を
講
ぜ
ず
し
て
、
要
保
護

者
を
遺
棄
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
【
判
旨
】
　
上
告
棄
却

　
被
告
人
辮
護
人
の
上
告
趣
意
第
一
黙
は
到
例
蓮
反
を
主
張
す
る
が
、
車
馬
の

交
通
に
よ
り
人
の
殺
傷
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
営
該
車
馬
等
の
操
縦
者
は
、
直

ち
に
被
害
者
の
救
護
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

措
置
を
絡
り
か
つ
警
察
官
の
指
示
を
受
け
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
車
馬
等
の
操
縦

を
纏
績
し
叉
は
現
場
を
立
去
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
（
道
路
交

通
取
締
法
二
四
條
同
洪
施
行
令
六
七
條
）
、
本
件
の
如
く
自
動
車
の
操
縦
中
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
九
輔
0
）

失
に
よ
り
通
行
人
に
自
動
車
を
接
燭
さ
せ
て
同
人
を
路
上
に
顛
倒
せ
し
め
、
約

三
箇
月
の
入
院
加
療
を
要
す
る
顔
面
打
撲
擦
過
傷
及
び
下
腿
開
放
性
骨
折
の
重

傷
を
負
わ
せ
歩
行
不
能
に
至
ら
し
め
た
と
き
は
、
か
か
る
自
動
車
操
縦
者
は
法

令
に
よ
り
「
病
者
ヲ
保
護
ス
可
キ
責
任
ア
ル
者
」
に
該
當
す
る
も
の
と
い
う
べ

く
、
原
審
が
本
件
に
つ
き
刑
法
二
一
八
條
を
適
用
庭
臨
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

正
當
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
轍
に
つ
い
て
の
原
判
決
は
む
し
ろ
論
旨
引
用
の
到
例

と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
つ
て
論
旨
は
す
べ
て
理
由
が
な
い
。

　
第
二
黙
は
刑
法
一
二
八
條
の
解
羅
の
誤
り
、
審
理
不
垂
の
違
法
及
び
量
刑
不

當
を
主
張
す
る
が
、
所
論
は
す
べ
て
刑
訴
四
〇
五
條
の
上
告
理
由
に
當
ら
な
い
。

刑
法
二
一
八
條
に
い
う
遺
棄
に
は
箪
な
る
置
去
り
を
も
包
含
す
る
と
解
す
べ

く
、
本
件
の
如
く
、
自
動
車
操
縦
者
が
過
失
に
よ
り
通
行
人
に
前
示
の
よ
う
な

歩
行
不
能
の
重
傷
を
負
わ
し
め
な
が
ら
道
路
交
通
取
締
法
、
同
法
施
行
令
に
定

む
る
救
護
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
な
く
、
被
害
者
を
自
動
車
に

乗
せ
て
事
故
現
場
を
離
れ
、
折
柄
降
雪
中
の
薄
暗
い
車
道
上
ま
で
蓮
び
、
腎
者

を
呼
ん
で
來
て
や
る
旨
申
欺
い
て
被
害
者
を
自
動
車
か
ら
下
ろ
し
、
同
人
を
同

所
に
放
置
し
た
ま
ま
自
動
車
の
操
縦
を
纏
績
し
て
同
所
を
立
去
つ
た
と
き
は
、

正
に
「
病
者
ヲ
遺
棄
シ
タ
ル
ト
キ
」
に
該
當
す
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
原
到
決

に
は
所
論
の
如
く
法
令
の
解
繹
を
誤
ま
つ
た
蓮
法
は
な
い
。
以
下
略
。

【
評
繹
】
　
到
旨
の
結
論
に
な
賛
成
す
る
が
、
理
論
構
成
に
若
干
の
疑
義
が
あ



る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
ひ
き
逃
げ
」
事
件
は
、
道
路
交
通
が
護
達
す
る
に
つ
れ
て
、
殊

に
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
邊
に
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
代
交
通

は
、
そ
の
高
速
化
に
俘
い
必
然
的
に
他
人
の
法
盆
に
封
す
る
高
度
の
危
瞼
を
も

包
含
す
る
。
し
か
も
、
こ
れ
が
進
行
す
る
車
道
整
備
の
現
況
は
、
遺
憾
な
が
ら

極
め
て
不
備
で
あ
り
、
加
え
て
、
人
命
に
封
す
る
意
識
の
比
較
的
稀
薄
な
る
こ

と
、
交
遙
法
規
に
封
す
る
蓮
法
意
識
の
薄
弱
さ
、
加
う
る
に
違
反
に
封
す
る
制

裁
の
弱
さ
、
殊
に
被
害
者
に
封
す
る
賠
償
の
驚
く
べ
き
低
額
さ
等
が
因
と
な
り

果
と
な
つ
て
、
交
通
事
故
は
一
向
に
減
少
し
な
い
の
み
か
、
更
に
激
化
の
一
途

を
た
ど
つ
て
い
る
。
井
上
教
授
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
箪
な
る
蓮
韓
者

個
人
の
注
意
能
力
と
い
つ
た
ミ
ク
ロ
的
な
も
の
が
原
因
で
は
な
く
、
自
動
車
企

業
に
お
け
る
螢
働
加
重
と
い
つ
た
、
肚
會
的
な
マ
ク
・
的
現
象
と
し
て
も
と
ら

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
大
き
な
肚
會
問
題
で
あ
る
（
井
上
正
治
・
過
失
犯
の

構
造
・
二
四
頁
以
下
二
一
七
頁
以
下
、
日
本
の
自
動
車
交
通
が
如
何
に
粗
末
極

ま
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
廣
島
高
到
高
刑
集
七
巻
一
七
一
九
頁
に
“
酩
酊
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
速
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
い
し
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ

ル
の
超
ス
ピ
ー
ド
（
U
）
で
蓮
韓
す
る
無
謀
操
縦
を
敢
て
し
た
”
ー
傍
鮎
筆
者

ー
と
い
う
丈
字
か
ら
も
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
）
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ら
近
代
的
交
通
手
段
は
、
大
き
な
危
瞼
を
内
包
し
て
い
る
か

ら
と
い
つ
て
、
こ
れ
を
許
さ
な
い
こ
と
は
、
國
家
輕
濟
の
上
か
ら
い
つ
て
不
可

　
　
　
　
到
　
例
　
研
　
究

能
で
あ
る
。
こ
こ
に
“
許
さ
れ
た
危
瞼
μ
の
一
場
面
を
見
る
の
で
あ
る
（
井
上
・

剣
例
に
あ
ら
わ
れ
た
過
失
犯
の
理
論
・
六
六
頁
以
下
、
藤
木
・
肚
會
的
相
當
行

爲
難
考
・
警
察
砺
究
二
八
巻
一
號
四
四
頁
以
下
、
特
に
四
七
頁
以
下
、
≦
①
一
、

8
ご
U
塁
号
9
8
富
弊
冨
坤
0
9
壁
O
・
卜
q
P
P
o
。
9
ψ
匡
9
開
か
れ

た
構
成
要
件
の
理
論
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

　
近
代
交
通
手
段
に
從
事
す
る
も
の
に
は
、
從
つ
て
こ
の
大
き
な
危
瞼
護
生
を

防
止
す
べ
き
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
萬
一
、
事
故
護
生
の
折
に
は
、
被
害
者
に
封

し
て
そ
の
生
命
・
身
髄
に
封
す
る
危
瞼
を
排
除
す
べ
き
保
護
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
危
陰
の
俘
つ
た
企
業
を
行
使
す
る
権
利
に
必
然
的

に
俘
う
義
務
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
交
通
事
故
護
生
に
際
し
、
事
故
を
惹
起
し
た
者
に
は
被
害

者
を
保
護
す
べ
き
義
務
の
他
に
、
事
故
内
容
を
報
告
す
べ
き
義
務
が
負
わ
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
近
來
、
憲
法
上
の
疑
義
が
論
雫
さ
れ
、
實
務

上
も
全
く
異
な
つ
た
到
例
が
競
い
合
い
、
注
目
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る
（
神
戸

地
裁
尼
崎
支
部
ー
判
例
時
報
一
八
九
號
六
一
頁
、
秋
田
地
裁
湯
澤
支
部
r
判
例

時
報
一
九
八
號
二
〇
頁
、
以
上
建
憲
、
神
戸
地
裁
！
判
例
時
報
一
九
五
號
八

頁
、
鹿
見
島
簡
裁
ー
判
例
時
報
一
九
五
號
九
頁
、
字
都
宮
地
裁
一
〇
月
一
七
日

の
判
決
、
東
京
地
裁
－
剣
例
時
報
二
一
一
號
三
頁
、
大
阪
高
裁
ー
同
號
二
頁
、

以
上
合
憲
と
到
示
）
。

　
こ
の
時
に
當
つ
て
、
な
る
像
ど
、
こ
れ
ら
判
例
と
そ
の
封
象
を
異
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
（
九
一
ご



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

は
い
え
、
し
か
も
な
お
、
交
通
事
故
護
生
後
の
被
害
者
に
封
す
る
運
鱒
者
の
保

護
義
務
に
つ
き
、
か
な
り
き
び
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
こ
の
最
高
裁
到
所
の
到
例

は
注
目
に
償
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
右
の
判
決
で
、
一
番
問
題
と
な
る
融
は
、
道
路
交
通
取
締
法
二
四
條
違
反
の

行
爲
と
刑
法
二
一
八
條
一
項
違
反
の
行
爲
と
の
競
合
關
係
で
あ
る
。
殊
に
そ
の

罰
條
の
鮎
で
、
前
者
は
同
法
二
八
條
一
項
一
號
で
三
月
以
下
の
懲
役
、
五
干
圓

以
下
の
罰
金
叉
は
科
料
で
あ
る
の
に
野
し
て
、
後
者
は
三
月
以
上
五
年
以
下
の

嚢
と
あ
り
、
い
ち
じ
る
し
く
差
異
が
あ
る
。

　
し
か
も
從
來
、
こ
の
種
行
爲
は
も
つ
ぱ
ら
道
路
交
通
取
締
法
遠
反
と
し
て
、

行
政
刑
法
上
の
庭
理
を
受
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
あ
え
て
刑
法
上

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
し
か
も
刑
法
二
一
八
條
一
項
を
操
作
し
て
、
規
定
の

客
髄
と
す
る
に
は
、
相
當
愼
重
な
る
理
論
構
成
を
必
要
と
す
る
筈
で
あ
る
。
殊

に
、
本
件
の
如
き
「
病
者
ヲ
保
護
ス
可
キ
責
任
ア
ル
者
一
と
い
う
構
成
要
件
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
解
羅
す
る
に
當
つ
て
は
、
こ
れ
を
“
構
成
要
件
の
規
範
的
メ

ル
ク
マ
ー
ル
”
と
す
る
か
“
不
文
の
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
”
と
す
る
か
、

は
た
ま
た
“
保
障
人
義
務
”
と
解
す
る
か
、
或
は
“
開
か
れ
た
構
成
要
件
”
の

法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
～
ル
と
解
し
て
理
論
構
成
す
る
か
等
々
の
極
め
て
多
岐
に

わ
た
る
問
題
と
直
面
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
私
は
こ
の
問
題
を
扱
う
も
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
刑
法
三
三
〇
條
e

の
如
き
、
緊
急
救
助
義
務
の
規
定
を
も
た
な
い
我
が
刑
法
の
解
羅
論
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
八
　
　
　
（
尾
一
二
）

こ
の
一
二
八
條
に
い
わ
ゆ
る
保
護
責
任
者
を
無
制
限
に
接
張
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
危
瞼
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
認
め
て
、
義
務
を
課
す
た
め
に
は
裁
到
官
に
よ

る
具
腱
的
な
判
漸
を
必
要
と
し
、
義
務
違
反
が
高
度
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
て
は

じ
め
て
、
一
二
八
條
違
反
の
間
題
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
と
い
う
理
論
構
成
を

と
り
た
い
と
思
う
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
〃
開
か
れ
た
構
成
要
件
〃
の
理
論
の
一
場
合
と
考
え
、
こ

れ
を
充
足
す
る
た
め
必
要
な
い
わ
ゆ
る
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
　
（
閃
①
魯
寧

葛
ざ
鐸
目
o
躊
目
包
）
　
の
一
つ
と
し
て
“
保
護
ス
ベ
キ
者
”
と
い
う
メ
ル
ク
マ

ー
ル
を
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
理
論
の
詳
細
な
楡
討
は
、
本
稿
に
ひ
き
つ
づ
い
て
譲
表
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
本
事
案
を
考
察
す
る
に
當
つ
て
、
ま
ず
遺
棄
の
罪
が
實
定
法
上
い
か
に
把
握

さ
れ
て
い
る
か
を
論
ず
る
こ
と
が
順
序
で
あ
ろ
う
。

　
遺
棄
は
何
故
に
刑
法
上
罰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
沿
革
史
的
に

み
る
と
古
く
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
習
俗
上
公
然
と
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
楢
山
節
考
に
そ
の
丈
學
的
表
現
が
み
ら
れ
る
。
更
に
刑

法
史
的
考
察
は
大
塚
仁
・
遺
棄
罪
・
刑
事
法
講
座
第
七
巻
一
五
八
一
頁
以
下
、

我
が
國
に
つ
い
て
は
一
五
八
八
頁
以
下
）
。

　
や
が
て
こ
れ
が
禁
止
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
當
初
は
特
定
の
親
族
間

の
犯
罪
と
し
て
限
定
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
攻
第
に
行
爲
の
主
騰
、



客
髄
の
範
園
を
蹟
張
し
て
一
般
的
犯
罪
へ
と
擾
大
、
輔
化
せ
ら
れ
る
と
と
も
に

危
瞼
性
の
黙
に
つ
い
て
も
観
念
の
上
で
攣
化
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

は
じ
め
、
被
遺
棄
者
の
危
瞼
性
が
法
盆
と
さ
れ
つ
つ
も
、
な
お
殺
人
罪
の
一
種

と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
實
か
ら
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
問
題
は

む
し
ろ
具
髄
的
・
現
實
的
な
死
傷
の
結
果
を
必
要
と
す
る
侵
害
犯
的
色
彩
が
濃

厚
で
あ
つ
た
。
し
か
し
後
に
は
、
侵
害
を
離
れ
た
抽
象
的
観
念
的
な
危
瞼
犯
と

し
て
構
成
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
（
大
塚
・
同
一
五
九
〇
・
一
頁
）
。

　
罪
質
的
に
み
て
も
、
逡
棄
罪
に
つ
い
て
は
、
被
遺
棄
者
の
生
命
・
身
盟
に
封

す
る
危
瞼
犯
と
す
る
見
方
、
遣
棄
者
の
被
遺
棄
者
に
封
す
る
保
障
義
務
の
慨
怠

に
關
す
る
罪
と
す
る
見
方
、
被
遺
棄
者
の
身
分
的
地
位
を
曖
昧
な
ら
し
め
る
罪

と
し
て
濁
立
に
構
成
さ
れ
る
三
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
第
三
の
見
方
は
子
供
の

す
り
代
え
と
い
う
別
個
の
構
成
要
件
に
鱒
じ
て
、
遺
棄
罪
の
核
心
か
ら
脱
落
し

た
（
民
事
上
の
違
法
と
刑
事
上
の
違
法
が
競
合
す
る
黙
に
つ
い
て
は
劇
o
①
げ
，

目
①
烈
毎
琶
臼
罐
曾
儀
Φ
り
げ
母
鴨
艮
。
冨
ロ
寄
。
辟
8
昌
自
昌
瞬
曽
・
一
・

一
額
O
●
ω
．
一
〇
）
o

　
第
一
の
見
方
と
第
二
の
見
方
は
カ
ノ
ン
法
、
カ
・
リ
ナ
法
典
、
ド
イ
ッ
・
ラ

ソ
ト
法
と
攣
遷
す
る
中
に
、
そ
の
順
序
が
い
ろ
い
ろ
と
攣
遷
を
重
ね
て
き
た
が
、

一
般
に
は
第
｝
の
見
方
、
す
な
わ
ち
被
遺
棄
者
の
生
命
・
身
髄
に
封
す
る
危
陰

犯
と
す
る
見
勇
が
第
一
次
的
な
も
の
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
（
大
塚
．
一
九
五
一

頁
）
。

　
　
　
　
剣
　
捌
　
研
　
究

　
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
見
方
は
爾
者
が
相
補
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
全
騰
と
し

て
の
遺
棄
罪
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
。
危
瞼
罪
と
し
て
徹
底
し
よ
う
と
す
る
今

日
の
立
法
上
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
な
お
保
護
義
務
癬
怠
罪
的
性
格
が

他
方
で
は
依
然
と
し
て
残
つ
て
い
る
黙
が
我
々
の
注
目
を
彊
く
惹
く
の
で
あ

る
。
或
は
そ
れ
は
む
し
ろ
、
規
範
的
構
成
要
件
要
素
の
一
種
と
し
て
、
構
成
要

件
的
に
類
型
化
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
黙

に
注
目
し
て
、
作
爲
義
務
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
こ
の
義
務
を
根
擦
と

し
た
保
障
人
た
る
の
地
位
を
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
中
核
概
念
に
し
よ
う
と
試
み

る
（
ピ
Φ
甘
鮮
国
O
目
日
。
G
o
●
ト
ロ
鼻
お
誘
●
ψ
器
鱒
）
。
も
つ
と
も
、
グ
リ
ュ
ー

ン
ワ
ル
ト
の
正
し
く
も
指
摘
す
る
よ
う
に
　
（
O
ピ
β
霜
毘
曾
　
N
謹
鵬
霧
①
欝
，

一
凶
9
雪
勾
Φ
鴨
冨
眞
留
吋
目
Φ
。
げ
審
昌
q
旨
Φ
巳
霧
目
磯
豊
①
一
一
蓉
Φ
・
N
・

望
。
を
●
切
騨
ぎ
。
国
①
坤
●
G
。
●
ω
」
旨
強
）
、
保
障
人
の
地
位
と
い
う
名
構
を

護
見
し
て
も
、
こ
れ
で
問
題
が
片
附
い
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
問
題
は
そ
の
後

に
あ
る
。
こ
れ
は
名
構
以
上
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
つ
て
、
不
作
爲
者
と
結

果
の
獲
生
と
の
問
に
特
別
な
關
係
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の

稜
言
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
要
件
は
、
實
定
法
か
ら
論
理
的
に
ひ
き
出
さ
れ
る
の

で
は
な
く
て
、
專
ら
剣
例
、
學
読
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
鮎
に

つ
い
て
は
本
誌
三
三
巻
三
號
三
一
頁
以
下
で
詳
し
く
紹
介
し
た
）
。

　
か
く
し
て
得
ら
れ
た
保
障
人
の
地
位
の
内
容
は
、
當
該
構
成
要
件
を
充
足
す

る
か
否
か
を
論
ず
る
に
あ
た
つ
て
、
裁
到
官
に
よ
つ
て
積
極
的
、
具
膣
的
に
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
（
九
一
三
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
裁
到
官
が
、
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を

積
極
的
に
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
構
成
要
件
該
當
性
が
確
定
し
、

こ
の
構
成
要
件
該
當
性
が
違
法
性
を
徴
表
す
る
の
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
述
）
。

　
我
が
刑
法
も
、
遺
棄
罪
は
危
瞼
犯
と
し
て
の
性
格
と
並
ん
で
保
護
義
務
槻
怠

罪
と
し
て
の
面
を
併
有
し
て
い
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
二
一
七
、
一
二
八
條
の
刑
法
典
中
の
騰
系
上
も
こ
れ
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
遺
棄
罪
は
、
殺
人
、
傷
害
、
過
失
傷
害
と
並
ん
で

規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
生
命
、
身
盟
に
封
す
る
犯
罪
で
あ
つ
て
、
侵
害

性
の
重
さ
の
程
度
に
從
つ
て
順
次
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
規
定
の
内
容
か
ら
も
分
る
よ
う
に
「
扶
助
ヲ
要
ス
可
キ
者
」
が
二
一
七
、
二

一
八
條
を
通
じ
て
の
客
髄
で
あ
り
、
「
生
存
二
必
要
ナ
ル
保
護
ヲ
爲
サ
サ
ル
」
行

爲
が
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
貼
に
、
遣
棄
罪
が
掲
立
で
生
活
し
得
な
い
者
の
生
存

を
保
護
し
て
い
る
鮎
が
明
確
で
あ
り
、
行
爲
の
結
果
死
傷
に
至
れ
ば
加
重
犯
と

さ
れ
て
い
る
鮎
を
み
て
も
、
行
爲
自
騰
に
多
大
の
危
瞼
性
あ
り
と
認
め
ら
れ
て

い
る
と
す
る
理
由
が
あ
る
。
こ
の
黙
で
第
一
義
的
に
危
瞼
犯
と
し
て
把
握
さ
れ

て
い
る
と
す
る
根
擦
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
遺
棄
罪
に
は
保
護
義
務
慨
怠
罪
と
し
て
の
性
格
も
存
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
刑
法
は
軍
純
遺
棄
罪
と
保
護
責
任
者

の
潰
蕃
非
と
を
匠
別
し
、
行
爲
の
形
態
も
、
一
方
で
「
遺
棄
」
を
禁
じ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
九
一
四
）

が
、
他
方
で
は
「
生
存
二
必
要
ナ
ル
保
護
ヲ
爲
サ
サ
ル
」
こ
と
を
罰
し
、
前
者

で
は
主
髄
は
「
者
」
で
あ
る
の
に
、
「
保
護
ス
可
キ
責
任
ア
ル
者
」
と
規
定
し
、

一
種
の
身
分
犯
と
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
邸
ち
後
者
は
、
危
瞼
犯
の
性
格
に
加

え
て
、
保
護
義
務
癬
怠
罪
の
性
格
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
前
者

に
も
保
護
義
務
違
反
も
な
い
こ
と
は
な
い
。
他
人
を
遺
棄
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い

う
不
作
爲
義
務
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
遺
棄
罪

に
特
有
な
も
の
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
殺
人
罪
の
前
提
た
る
「
人
ヲ
殺
ス
勿
レ
」

と
い
う
一
般
的
不
作
爲
義
務
と
同
じ
も
の
で
あ
つ
て
、
通
常
、
遺
棄
者
の
保
護

義
務
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
も
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
、
一
二
八
條
の
保
護
義
務
は
前
述
の
通
り
、
特
定
の
身
分
（
そ

れ
の
淵
源
は
特
定
種
族
間
の
義
務
で
あ
つ
た
）
を
有
す
る
者
に
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
つ
て
、
行
爲
の
範
園
も
接
大
さ
れ
、
刑
罰
加
重
の
原
因
も
、
箪
に
被
遺

棄
者
の
生
命
、
身
豊
に
封
し
て
危
瞼
が
増
大
す
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
保
護
責

　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

任
が
あ
る
の
に
、
そ
の
義
務
を
槻
怠
し
て
遺
棄
が
な
さ
れ
た
黙
に
、
よ
り
大
き

な
非
難
が
加
え
ら
れ
る
根
接
が
あ
る
。

　
で
は
現
行
刑
法
に
お
い
て
保
護
責
任
者
の
遺
棄
罪
は
如
何
に
規
定
さ
れ
て
い

る
か
を
見
て
み
よ
う
。

　
行
爲
者
保
護
責
任
を
有
す
る
者
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
馳
に
注
目
す
れ
ば
保

護
責
任
を
要
素
と
す
る
身
分
犯
で
あ
る
と
い
え
る
。
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
最
近
の

學
読
に
よ
れ
ば
（
も
つ
と
も
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
關
し
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で



あ
る
が
、
本
條
に
關
し
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
が
あ
る
）
、
作
爲
犯
に
お
い
て
事

實
行
爲
を
し
た
者
が
営
該
犯
罪
の
行
爲
者
で
あ
つ
て
、
こ
の
場
合
に
は
行
爲
者

は
當
該
特
別
構
成
要
件
に
い
う
と
こ
ろ
の
名
宛
の
な
い
厚
…
…
者
”
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
不
作
爲
犯
に
お
い
て
は
、
當
該
構
成
要
件
該
當
の
結
果
を
同
避

し
な
か
つ
た
、
行
爲
支
配
力
あ
る
者
は
、
結
果
を
同
避
し
な
か
つ
た
と
い
う

こ
と
に
ょ
っ
て
、
営
該
作
爲
犯
の
意
味
で
の
行
爲
者
と
看
傲
さ
れ
る
の
で
は
な

く
て
、
構
成
要
件
該
當
の
態
度
と
並
ん
で
、
掲
立
に
特
別
な
行
爲
者
性
の
メ
ル

ク
マ
！
ル
に
よ
つ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
行
爲
麦
配
力
あ

る
者
に
よ
る
構
成
要
件
該
當
の
結
果
の
不
同
避
が
、
こ
の
者
を
作
爲
犯
の
意
味

で
の
行
爲
者
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
鮎
で
眞
正
身
分
犯
で
あ
る
、
と
い
う

（
ど
＜
Φ
一
N
Φ
ご
b
o
げ
H
ご
g
o
ロ
幽
●
q
Φ
β
宏
o
ぴ
Φ
昌
ω
q
暫
h
話
o
ケ
言
●
9
卜
g
臨
。
お
㎝
o
o
。

ω
・
一
ミ
拝
）
。
そ
し
て
、
不
作
爲
行
爲
者
と
は
、
危
瞼
に
さ
ら
さ
れ
た
法
盆
に

封
し
て
、
構
成
要
件
上
保
障
人
の
地
位
を
有
し
、
且
つ
、
こ
の
地
位
に
あ
つ
て
、

構
成
要
件
該
當
の
結
果
を
同
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ

れ
を
同
避
し
な
か
つ
た
者
の
み
を
い
う
（
鉾
些
9
ψ
嵩
O
い
こ
の
顯
に
つ

い
て
中
谷
・
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
・
本
誌
三
〇
巻
四

號
、
二
一
號
、
特
に
一
二
號
五
〇
頁
以
下
が
詳
し
い
。
保
障
人
義
務
に
っ
い
て

は
、
後
に
ふ
れ
る
）
。

　
本
罪
で
は
、
か
か
る
身
分
を
有
す
る
者
が
保
護
義
務
を
怠
つ
て
、
扶
養
を
要

す
べ
き
者
を
潰
棄
し
、
そ
の
生
存
に
必
要
な
保
護
を
な
さ
な
い
こ
と
に
よ
つ
て

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

成
立
す
る
。

　
保
護
責
任
者
と
は
、
法
律
上
、
老
者
、
幼
者
、
不
具
者
ま
た
は
病
者
を
保
護
す

べ
き
責
任
を
負
う
特
別
な
地
位
に
あ
る
者
ー
保
障
人
〔
O
貰
即
蕊
・
炉
国
・
。。
・

》
眉
穿
ド
劇
q
。
ψ
ト
っ
器
●
詳
し
く
は
切
q
●
ピ
（
お
盟
）
幹
認
論
●
〕
を
い
う
。

牧
野
教
授
は
以
前
こ
の
問
題
を
扱
わ
れ
た
（
刑
法
碑
究
二
巻
二
八
四
頁
以
下
）
。

そ
こ
で
は
通
読
が
、
民
法
上
の
扶
養
義
務
を
二
一
八
條
の
保
護
義
務
と
し
て
直

ち
に
認
め
る
こ
と
に
反
封
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
保
護
義
務
の
根
接
を
實
質
上

蓮
法
の
行
爲
に
置
き
、
公
の
秩
序
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
行
爲
と
し
て
把
握
さ

れ
よ
う
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
法
令
叉
は
契
約
に
基
づ
け
る
特

別
の
根
族
な
く
と
も
、
法
令
全
髄
の
趣
旨
よ
り
保
護
義
務
の
認
め
ら
れ
る
べ
き

場
合
は
、
総
て
一
二
八
條
の
適
用
を
受
け
る
（
同
書
三
〇
九
頁
）
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
黙
を
少
し
詳
し
く
研
究
し
て
み
た
い
。

　
右
の
保
護
責
任
は
法
律
上
の
責
任
で
あ
る
が
、
そ
の
根
擦
は
直
接
法
令
の
規

定
に
よ
ろ
う
と
、
契
約
に
よ
ろ
う
と
事
務
管
理
に
よ
る
と
、
叉
條
理
に
よ
る
と

を
間
わ
ず
、
全
盟
と
し
て
法
律
の
精
紳
か
ら
導
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
殊
に
そ

の
條
理
に
基
づ
く
保
護
責
任
は
具
騰
的
事
情
に
照
し
て
、
綜
合
判
臨
を
す
べ
き

で
あ
る
（
大
塚
・
一
六
〇
四
頁
参
照
）
。

　
一
二
八
條
は
一
種
の
身
分
犯
で
あ
る
黙
よ
り
し
て
、
ま
ず
そ
の
身
分
の
根
振

を
ど
こ
に
求
め
る
か
を
確
定
し
、
そ
れ
が
得
ら
れ
た
後
に
、
行
爲
の
違
法
性
を

具
盟
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
（
九
一
五
）
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特
に
保
護
責
任
者
に
加
重
し
た
責
め
を
負
わ
し
め
て
い
る
所
以
の
も
の
は
、

法
秩
序
が
具
髄
的
場
合
に
お
い
て
、
一
定
の
個
人
法
盆
の
保
護
を
私
人
の
力
を

借
り
て
よ
り
安
全
な
も
の
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
意
思
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
そ

れ
は
一
定
の
要
件
の
も
と
に
お
い
て
私
人
に
自
己
の
生
存
を
自
己
の
力
で
保
持

す
る
こ
と
を
許
す
正
営
防
衛
を
認
め
る
態
度
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ

て
、
こ
こ
に
い
う
保
護
責
任
者
、
叉
は
保
障
人
は
そ
れ
相
懸
の
作
爲
義
務
、
作

爲
可
能
性
が
あ
つ
て
は
じ
め
て
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
筋
合
の
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
あ
た
か
も
、
行
き
倒
れ
人
を
救
助
す
べ
き
義
務
が
す
べ
て
の
通
行
人
に
認

め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
（
團
藤
・
刑
法
綱
要
・
一
〇
〇
頁
）
。

　
肚
會
が
、
自
己
の
肚
會
的
法
盆
を
、
個
人
の
手
に
な
る
個
人
法
盆
救
濟
を
通

し
て
實
現
さ
れ
た
い
と
望
む
限
り
、
そ
れ
を
保
護
す
べ
き
吐
會
的
責
任
あ
る
者

の
み
が
、
こ
の
規
範
の
名
宛
人
た
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
鮎
か
ら
み
て
、
自
動
車
の
蓮
韓
手
が
過
失
に
よ
つ
て
人
を
蝶
い
た
場
合

に
は
、
こ
の
者
を
保
護
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
た
と
え
、
被

害
者
の
側
に
責
め
あ
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
運
韓
者
は
立
去
る
こ
と
を
得
な
い

（
ド
イ
ッ
刑
法
一
四
二
條
は
こ
の
場
合
故
意
に
自
己
の
身
元
、
乗
物
、
事
故
に

封
す
る
そ
の
關
係
の
仕
方
の
確
定
さ
れ
る
の
を
免
れ
る
た
め
逃
走
す
る
こ
と
を

罰
し
て
い
る
。
ダ
国
．
o
o
．
委
島
．
国
黛
ビ
ψ
記
O
第
）
。

　
こ
れ
を
先
行
行
爲
に
基
づ
く
保
護
責
任
と
い
い
（
2
一
9
富
昌
目
①
ご
国
窃
o
－

”
画
曾
円
曾
ピ
一
綜
9
ω
●
一
巽
楠
・
江
家
、
各
論
・
一
二
六
頁
、
総
論
八
九
頁
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
（
九
一
六
）

保
謹
人
義
務
護
生
事
由
の
一
つ
で
あ
る
（
い
目
国
↑
一
・
¢
巽
弗
中
谷
・

前
掲
一
二
號
四
七
頁
）
。

　
こ
れ
を
構
成
要
件
の
不
文
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
解
す
る
立
場
も
可
能
で
あ
ろ

5
（
2
富
島
即
g
昌
①
5
ω
訂
鑑
び
霞
窃
q
暮
霞
一
呂
①
季
騨
馨
。
≦
』
岩
彫

盟
●
OO
。
ホ
一
強
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
私
は
「
不
員
正
不
作
爲
犯
と
西
濁
刑
法

改
正
草
案
」
本
誌
三
三
巻
三
號
四
九
頁
以
下
で
ふ
れ
た
）
。

　
こ
の
保
護
義
務
が
い
か
な
る
内
容
を
も
つ
か
は
、
到
例
、
學
読
に
よ
つ
て
具

髄
的
内
容
が
も
り
こ
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
人
の
権
利
に
封
し
構
成
要

件
に
該
當
す
る
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
場
合
に
は
、
行
爲
者
は
原
因
力
を

與
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
出
來
事
の
成
り
行
き
を
肚
會
秩
序
の
範
園
内
で

許
さ
れ
る
限
度
に
く
い
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的
義
務
が
生
ず
る
の
で
あ

る
。
彼
は
因
果
關
係
の
展
開
に
つ
い
て
主
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
違

法
な
結
果
が
同
避
さ
れ
る
よ
う
、
自
か
ら
手
を
そ
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
生
起

し
た
因
果
の
流
れ
を
操
縦
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
自
己
の
行
爲
に
よ

つ
て
他
人
の
法
盆
に
封
す
る
危
瞼
を
惹
起
し
た
者
は
、
す
べ
て
活
動
さ
せ
た
力

を
阻
止
し
、
襲
生
の
お
そ
れ
あ
る
損
害
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
保
有
す
る
の
で

あ
る
（
2
帥
の
一
Φ
ご
b
①
言
N
■
閑
0
9
目
。
Q
o
●
ト
ロ
算
ψ
器
や
ぴ
窃
●
oロ
。
践
協
。
）
。

　
本
事
案
に
お
い
て
二
一
八
條
に
い
わ
ゆ
る
「
保
護
責
任
者
」
に
つ
き
、
右
の

理
論
を
と
り
入
れ
る
こ
と
を
私
は
肯
定
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
直
ち
に
、

行
爲
が
實
質
的
に
違
法
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
億
な
い
。
次
に
も
項
を
改
め



て
説
く
よ
う
に
行
爲
の
保
護
義
務
違
反
性
の
程
度
が
い
ち
じ
る
し
く
大
で
あ
る

こ
と
を
要
件
と
し
、
こ
の
到
断
が
裁
到
官
に
よ
る
確
定
を
待
つ
て
い
る
意
味
で

右
の
構
成
要
件
は
“
開
か
れ
た
構
成
要
件
”
で
あ
る
（
こ
の
鮎
は
後
に
述
べ
る
）
。

　
さ
て
我
が
刑
法
は
、
保
護
責
任
の
黙
に
つ
き
明
確
な
規
定
を
飲
い
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
を
研
究
す
る
に
営
つ
て
は
、
具
艦
的
規
定
を
件
つ
た
外
國
の
立
法
例

を
見
て
参
考
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ス
イ
ス
刑
法
一
二
八
條
は
「
自
己
の
傷
害
し
た
他
人
叉
は
自
己
の
利
用
し
た

自
動
車
、
乗
用
動
物
叉
は
朝
引
動
物
に
よ
つ
て
傷
害
を
與
え
た
他
人
を
置
去
り

に
し
た
者
」
を
禁
鋼
叉
は
罰
金
で
罰
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
事
故
後
に
逃
走
す

る
場
合
に
も
、
叉
救
助
が
必
要
で
あ
つ
た
の
に
全
く
潰
極
的
で
あ
つ
た
場
合
に

も
成
立
す
る
（
白
げ
a
目
即
目
q
昌
く
・
O
お
昌
Φ
畠
…
ω
呂
巧
Φ
甘
曾
δ
魯
霧

Oo

貯
影
h
騎
Φ
8
欝
ぴ
q
昌
』
W
霧
・
円
包
一
・
一
。
亀
・
砕
禽
や
）
。
こ
の
事
故
が
た
と

え
自
分
の
側
に
責
任
が
な
く
と
も
、
他
人
に
傷
害
を
與
え
れ
ば
、
そ
の
も
の
を

救
う
べ
き
義
務
が
生
ず
る
（
O
窪
目
貨
5
嚇
U
器
く
霞
再
0
9
震
一
9
器
話
昌

ω
酔
壁
h
厚
o
o
げ
計
お
命
●
oo
●
圏
O
h
．
）
。

　
こ
の
融
が
我
が
刑
法
上
も
充
分
参
照
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
客
瞳
　
老
者
、
幼
者
、
不
具
者
、
ま
た
は
病
者
で
あ
る
。
病
者
に
つ
い
て
は
廣

く
肉
豊
的
叉
は
精
紳
的
に
疾
患
の
あ
る
者
を
い
う
。
原
因
の
如
何
、
治
癒
可
能

性
の
有
無
等
を
間
わ
な
い
（
い
犀
。
。
・
卜
島
・
切
儀
・
卜
。
・
ω
』
ω
一
あ
9
ぎ
ざ
－

ω
o
冒
竃
Φ
ご
節
卜
島
・
ω
・
o
。
O
。
）
。
二
一
八
條
に
は
「
扶
助
ヲ
要
ス
ヘ
キ

　
　
　
　
判
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者
」
と
の
規
定
が
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
本
罪
の
第
一
次
的
性
格
た

る
危
瞼
犯
な
る
黙
を
考
慮
し
て
、
右
の
二
一
七
條
の
文
言
が
當
然
考
え
併
せ
ら

る
べ
き
で
あ
る
。
從
つ
て
身
豊
の
不
健
全
さ
に
よ
つ
て
、
自
力
で
は
必
要
な
動

作
を
な
し
得
ず
、
他
人
の
救
助
を
要
す
る
者
を
意
味
す
る
か
ら
、
事
故
ー
蓮

鱒
者
の
惹
起
し
た
ー
に
よ
つ
て
傷
を
負
い
、
し
か
も
渉
行
不
能
な
も
の
も
當

然
こ
の
中
に
入
る
と
解
さ
れ
る
。

　
行
爲
　
遺
棄
に
つ
い
て
通
説
は
二
つ
に
分
ち
、
一
を
狭
義
の
遺
棄
と
す
る
。

即
ち
移
置
時
扶
助
を
要
す
る
者
を
危
瞼
な
場
所
に
移
輔
せ
し
め
る
こ
と
を
い

う
。
他
は
廣
義
の
遺
棄
で
あ
つ
て
、
移
置
の
外
に
、
扶
助
を
要
す
べ
き
者
を
危

陰
な
場
所
に
遺
留
し
て
立
去
る
よ
う
な
行
爲
、
す
な
わ
ち
置
去
り
を
含
む
と

し
、
保
護
責
任
者
の
遺
棄
は
廣
義
を
意
味
す
る
が
、
輩
純
遺
棄
罪
の
遺
棄
は
狭

義
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
（
牧
野
・
日
本
刑
法
・
八
三

七
頁
）
。
し
か
し
、
反
封
読
の
い
う
よ
う
に
（
木
村
・
刑
法
各
論
・
五
〇
頁
、

大
塚
・
一
六
〇
一
頁
）
、
「
狭
義
の
遺
棄
は
そ
の
性
質
上
作
爲
犯
に
麗
し
、
何
人

に
よ
つ
て
も
犯
し
う
る
が
、
置
去
り
に
よ
る
遺
棄
は
不
眞
正
不
作
爲
犯
で
あ
つ

て
、
一
定
の
作
爲
義
務
、
保
障
人
の
地
位
（
保
護
義
務
」
を
有
す
る
者
に
よ
つ

て
の
み
犯
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
」
移
韓
は
常
に
作
爲
で
あ
り
、

置
去
り
は
不
眞
正
不
作
爲
犯
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
現
行
刑
法
上
、
一
二
七
條
と
一
二
八
條
の
遺
棄
は
同
一
に
解
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
か
。
大
塚
助
教
授
の
正
當
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
ま
ず
邊
棄
の
意
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
九
一
七
）
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確
定
し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
遺
棄
と
は
、
被
遺
棄
者
と
そ
の
保
護
者
と
の
間
に
室
間
的
離
隔
を
生
ぜ
し
め

る
こ
と
に
よ
り
、
被
遺
棄
者
の
生
命
・
身
騰
に
危
瞼
を
生
ぜ
し
め
る
行
爲
で
あ

つ
て
、
こ
の
危
瞼
犯
的
性
格
は
爾
者
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
行
爲
者
に
お
け

る
保
護
責
任
の
有
無
は
、
そ
の
第
二
の
性
格
た
る
保
護
義
務
傷
怠
罪
の
性
格
を

構
成
要
件
的
行
爲
に
刻
印
す
る
か
否
か
に
導
く
の
て
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て

爾
種
の
行
爲
に
差
等
を
設
定
す
る
。
か
く
し
て
、
保
護
責
任
者
に
は
、
そ
の
身

分
に
基
づ
い
て
一
定
の
作
爲
義
務
が
認
め
ら
れ
る
結
果
と
し
て
、
義
務
に
蓮
反

す
る
不
作
爲
も
犯
罪
と
さ
れ
る
の
に
封
し
て
、
保
護
責
任
を
有
し
な
い
者
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
不
作
爲
も
犯
罪
と
さ
れ
な
い
、
つ
ま
り
一
二
八
條
の
構

成
要
件
該
當
性
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
二
】
八
條
に
い
う
行
爲
は
扶
助
を
要
す
べ
き
者
を
作
爲
に
よ
り
移
置
し
、
ま

た
は
そ
の
保
護
者
に
接
近
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
置
去
り
行
爲
に
加
え

て
、
作
爲
義
務
に
違
反
し
て
「
生
存
二
必
要
ナ
保
護
」
を
な
さ
な
い
こ
と
も
含

む
。
こ
の
黙
に
着
目
す
れ
ば
、
不
作
爲
が
直
接
構
成
要
件
に
該
當
す
る
故
に
眞

正
不
作
爲
犯
で
あ
る
（
OO
o
ま
昌
犀
Φ
－
ω
o
胃
竃
Φ
ご
鉾
鉾
ρ
¢
o。
8
）
。

　
置
き
去
り
に
す
る
行
爲
は
持
績
的
な
も
の
で
あ
つ
て
も
、
一
過
的
な
も
の
で

あ
つ
て
も
成
立
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
行
爲
の
危
瞼
性
　
少
な
く
と
も
抽
象
的
危
瞼
を
生
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
護
を
必
要
と
す
る
客
腱
を
こ
の
よ
う
な
危
瞼
に
さ
ら
す
こ
と
に
よ
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っ
て
、
行
爲
者
の
保
護
義
務
の
潔
怠
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
以
上
は
二
一
八
條
に
つ
い
て
の
一
般
論
で
あ
る
が
、
特
に
本
事
案
と

の
關
係
で
自
動
車
蓮
轄
手
の
保
護
義
務
と
關
係
し
て
、
今
少
し
立
ち
入
つ
た
考

察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
項
と
併
せ
て
さ
ら
に
考
察
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
行
爲
の
蓮
法
性
す
な

わ
ち
作
爲
義
務
の
重
大
な
違
反
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ひ
き
逃
げ
に
封
し
て
、
道
交
法
蓮
反
の
罪
に
該

當
す
る
行
爲
を
超
え
て
、
一
二
八
條
の
保
護
者
資
任
を
負
わ
せ
る
に
は
、
こ
の

行
爲
の
義
務
侵
害
性
（
行
爲
の
危
瞼
性
に
加
え
て
認
め
ら
れ
た
る
も
の
）
を
、

更
に
具
膿
的
事
情
に
印
し
て
積
極
的
に
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の

で
あ
る
。

　
例
を
あ
げ
よ
う
。
他
人
を
傷
っ
け
た
蓮
韓
手
が
、
病
院
の
前
に
負
傷
者
を
遺

棄
し
た
場
合
と
人
通
り
の
な
い
道
路
に
遺
棄
す
る
場
合
と
で
は
義
務
蓮
反
性
に

差
異
が
あ
る
。
事
故
の
現
場
に
潰
棄
す
る
行
爲
の
方
が
、
現
場
か
ら
一
た
ん
他

の
場
所
に
蓮
ん
で
遺
棄
す
る
行
爲
よ
り
危
瞼
性
の
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
語
感

と
し
て
は
奇
妙
に
聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
え
つ
て
保
護
責
任
の
馳
で
そ

れ
を
重
大
に
侵
害
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
一

た
ん
保
護
す
る
よ
う
な
顔
を
し
て
被
害
者
と
共
に
現
場
を
は
な
れ
る
こ
と
は
、

目
撃
者
に
よ
る
救
助
の
可
能
性
を
う
ば
い
、
保
護
の
可
能
性
を
自
か
ら
の
支
配

内
に
移
し
、
そ
し
て
他
の
場
所
に
移
し
て
第
三
者
に
よ
る
保
護
の
可
能
性
を
奪



い
、
加
え
て
事
故
責
任
を
免
れ
よ
う
と
す
る
二
重
の
犯
罪
性
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
燈
的
な
作
爲
義
務
違
反
が
違
法
性
の
基
準
で
あ
り
、

こ
れ
が
大
で
あ
る
場
合
些
二
八
條
の
適
用
が
あ
る
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
違
法
性
阻
却
事
由
が
な
け
れ
ば
構
成
要
件
該
當
事
實
が
直

ち
に
成
立
す
る
と
す
る
通
常
の
禁
止
構
成
要
件
に
お
け
る
消
極
的
操
作
の
代
り

に
裁
到
官
を
し
て
積
極
的
に
そ
の
確
定
を
要
求
し
、
そ
れ
が
確
定
さ
れ
て
は
じ

め
て
構
成
要
件
該
當
性
が
肯
定
さ
れ
、
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
〃
開
か

れ
た
構
成
要
件
”
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、

こ
の
開
か
れ
た
構
成
要
件
に
お
い
て
裁
判
官
に
よ
つ
て
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
る

こ
と
を
要
す
る
も
の
は
、
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
彊
要
罪
に
お
け
る
“
強
要
”
“
公
務
執
行
の
適
法
性
”
“
法
律
、
命
令
の

有
効
性
”
“
権
限
”
“
行
爲
者
メ
ル
ク
マ
ー
ル
”
“
官
公
署
、
警
察
の
認
可
、
許

可
の
な
い
こ
と
”
“
隠
匿
に
お
け
る
先
行
行
爲
”
“
杜
會
的
相
當
行
爲
”
“
不
作
爲

犯
に
お
け
る
法
義
務
”
“
過
失
犯
に
お
け
る
客
観
的
注
意
義
務
”
が
こ
れ
に
入
る

（
詳
細
は
間
も
な
く
理
論
的
研
究
に
お
い
て
解
明
す
る
）
。

　
一
二
八
條
に
お
け
る
「
保
護
ス
可
キ
責
任
」
「
生
存
二
必
要
ナ
ル
保
護
ヲ
爲
サ

サ
ル
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
ま
さ
に
裁
判
官
に
よ
つ
て
具
騰
的
に
求
め

ら
れ
る
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
て
は
じ

め
て
構
成
要
件
に
該
當
す
る
違
法
な
行
爲
た
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
故
意
遺
棄
が
成
立
す
る
に
は
故
意
が
必
要
で
あ
る
。
故
意
は
、
二
一
八
條

　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

の
場
合
は
、
被
遺
棄
者
が
老
幼
、
不
具
叉
は
疾
病
で
扶
助
を
要
す
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
遺
棄
行
爲
に
よ
つ
て
被
遺
棄
者
の
生
命
叉
は
身
艦
に
少

な
く
と
も
抽
象
的
危
瞼
を
生
ず
べ
き
こ
と
を
表
象
し
認
容
す
る
こ
と
に
加
え

て
、
行
爲
者
が
被
遺
棄
者
と
自
己
と
の
間
に
保
護
責
任
の
内
容
た
る
事
實
の
存

在
す
る
こ
と
を
表
象
し
、
か
つ
こ
れ
に
基
づ
く
義
務
を
癬
怠
し
て
い
る
こ
と
を

意
識
し
つ
つ
行
爲
に
出
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
以
上
で
一
般
論
を
終
え
、
以
下
、
本
事
案
に
つ
き
、
辮
護
人
の
上
告
趣
意
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
被
告
人
が
二
一
八
條
に
い
う
「
保
護
責
任
」
を
有
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
愼
重
に
こ
れ
を
到
断
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
所
論
の

如
く
、
道
路
交
通
取
締
法
上
要
求
さ
れ
た
緊
急
措
置
が
、
箪
な
る
行
政
の
便
宜

の
た
め
に
取
ら
る
べ
き
手
段
で
あ
る
性
質
上
、
別
段
實
腱
法
上
の
責
任
の
有
無

を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
二
一
八
條
の
保
護
責
任
者
と
断
す
る
こ

と
を
得
な
い
と
す
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
一
理
を
有
す
る
。
最
高
裁
判
所
の
到
例

は
こ
の
關
係
に
つ
き
明
確
な
論
理
上
の
読
明
を
な
し
て
い
な
い
。

　
行
政
刑
法
上
の
庭
分
よ
り
も
重
い
刑
罰
を
以
つ
て
の
ぞ
む
に
は
、
そ
れ
相
鷹

の
嚴
格
な
る
解
羅
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
は
刑
法
上
の
構
成
要
件
の
解
繹
に
営

つ
て
は
、
彊
い
法
實
謹
主
義
の
態
度
で
の
ぞ
ま
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

我
々
と
し
て
も
、
本
事
案
の
如
き
行
爲
は
、
刑
迭
二
八
條
に
い
わ
ゆ
る
保
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研
　
究

護
責
任
あ
る
者
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
相
感
に
嚴
格
な
要
件
を
用
意

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ひ
き
逃
げ
事
件
の
す
べ
て
を
刑
法
二
一
八
條

に
よ
つ
て
庭
理
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
は
全
く
な
い
。

　
本
事
案
に
お
け
る
被
告
人
の
行
爲
は
、
全
く
危
瞼
な
行
爲
で
あ
つ
て
、
彼
に

負
わ
さ
れ
た
保
護
義
務
の
侵
害
は
重
大
で
あ
る
。
雪
の
夜
の
、
暗
い
車
道
に
歩

行
不
能
な
被
害
者
を
遺
棄
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
抽
象
的
な
危
瞼
あ
り

と
す
る
を
妨
げ
な
い
。
な
お
、
辮
護
人
所
論
中
に
、
遺
棄
し
た
後
後
悔
し
て
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
の

當
の
た
め
引
き
返
え
そ
う
と
し
た
、
と
し
て
「
そ
の
途
中
雪
が
降
つ
て
き
た
の

ロ

で
私
の
し
た
事
が
大
へ
ん
悪
か
つ
た
、
塞
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
確
定
の
事
實
に
反
す
る
。
す
な
わ
ち
原
審
事
實
は
「
降
雪

中
の
薄
暗
い
車
道
上
ま
で
運
び
」
放
置
し
た
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
は
ど

う
読
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
被
告
人
は
、
往
來
の
多
い
道
路
上
で
事
故
を
起
し
そ
の
被
害
者
を
乗
せ
て
他

の
場
所
、
暗
い
車
道
に
て
欺
い
て
こ
れ
を
下
車
せ
し
め
、
遺
棄
し
た
の
で
あ
る
。

事
件
襲
覧
後
、
充
分
治
療
費
、
慰
謝
料
を
彿
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

も
そ
も
の
行
動
が
極
め
て
遺
憾
な
態
度
で
あ
つ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
事
故
現
場
に
居
合
わ
せ
た
目
撃
者
の
目
を
く
ら
ま
せ
て
、
他
の
場
所
に
遺
棄

し
た
と
い
う
行
爲
は
、
ま
さ
に
「
保
護
義
務
の
重
大
な
る
侵
害
」
と
認
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
癖
護
人
は
二
一
八
條
の
遺
棄
と
は
、
扶
養
又
は
保
護
の
責
任
を
垂
く
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さ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
生
命
な
ら
び
に
健
康
保
持
の
爲
に
縫
績
的
に
必
要
な

保
護
や
扶
助
を
與
え
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
、
乗
車
中
の
負
傷
者
を
車

外
に
降
し
た
と
い
う
だ
け
で
瞬
間
的
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
一
旦

降
し
て
も
、
思
い
な
お
し
て
こ
れ
に
保
護
を
與
え
れ
ば
必
ず
し
も
遺
棄
が
成
立

す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
遺
棄
を
親
族
間
の
扶
養
義

務
違
反
の
如
き
特
殊
な
事
件
に
の
み
目
を
向
け
た
、
特
構
肯
定
的
論
理
で
あ
る
。

も
し
所
論
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
捨
見
を
し
て
誰
か
が
拾
う
の
を
見
守
つ
て
い
る

者
、
叉
は
拾
わ
な
け
れ
ば
自
分
が
同
牧
し
よ
う
と
す
る
者
も
遺
棄
と
は
い
え
な

い
こ
と
に
な
る
。
本
事
案
に
お
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
被
告
人
の
こ
の
思
い

直
し
た
後
の
努
力
は
實
つ
て
い
な
い
。
從
つ
て
、
辮
護
人
の
所
論
に
は
理
由
が

な
い
。
故
意
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
い
や
し
く
も
、
自
動
車
運
輔
に
つ
き
冤
許

を
有
し
て
い
る
な
ら
ば
、
交
通
法
規
を
知
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
從
つ

て
、
自
分
が
保
護
義
務
を
有
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
叉
、

認
定
し
た
事
實
も
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
被
告
人
の
行
爲
は
、
二
一
八
條
に
該
當
し
、
作
爲
義
務
を

有
す
る
の
に
、
こ
の
義
務
を
侵
害
し
て
他
人
の
生
命
・
身
膿
に
危
瞼
を
生
ぜ
し

め
、
か
つ
作
爲
可
能
性
を
否
定
す
べ
き
別
段
の
事
情
も
存
せ
ず
、
作
爲
能
力
も

有
し
て
い
る
融
か
ら
し
て
、
一
二
八
條
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
通
り
、
到
旨
は
誠
に
正
當
な
も
の
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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